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[

Ⅱ] 

題
目
設
定
の
理
由
と
研
究
史
の
概
要 

         

源
氏
物
語
人
物
論
は
、
こ
れ
ま
で
も
池
田
勉
、
秋
山
虔
、
阿
部
秋
生
、
今
井
源
衛
、
藤
村
潔
氏
等
の
手
で
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
人
物
像
や
モ
デ
ル
論
、   

    

も
し
く
は
人
物
中
心
の
構
想
論
の
レ
ベ
ル
で
問
題
が
捉
え
ら
れ
て
い
た
。
私
は
『
源
氏
物
語
』
と
い
う
虚
構
世
界
と
一
人
物
の
造
型
が
ど
の
よ
う
に
か
か  

    

わ
り
つ
つ
、
状
況
の
中
で
意
味
を
付
与
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
と
考
え
た
。 

      

物
語
中
の
人
物
は
、
作
者
に
よ
っ
て
予
定
調
和
的
に
操
ら
れ
る
の
で
も
な
く
、
時
の
経
過
に
よ
っ
て
必
然
的
に
成
長
し
て
い
く
も
の
で
も
な
く
、
当
初 

に
付
与
さ
れ
た
固
有
の
条
件
の
規
制
を
受
け
て
登
場
す
る
。
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
状
況
と
の
相
関
の
中
で
適
時
に
造
型
さ
れ
て
い
る
創
作
方
法
を
明 

ら
か
に
し
た
い
。 

 [

Ⅲ] 

資
料
と
方
法 

        

青
表
紙
本
系
の
大
島
本
の
翻
刻
で
あ
る
日
本
古
典
文
学
全
集
を
用
い
、
主
に
秋
山
虔
氏
の
研
究
を
批
判
的
に
取
り
上
げ
な
が
ら
、
紫
の
上
の
記
述
を
拾 

    

い
だ
し
、「
宿
世
」
「
は
か
な
し
」
「
あ
は
れ
」
な
ど
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
紫
の
上
造
型
の
意
味
を
考
え
る
。 

 [

Ⅳ] 

考
察
の
経
過 

         

第
一
部
に
お
い
て
、
紫
の
上
は
大
き
く
分
け
て
三
回
の
変
貌
を
遂
げ
る
。 

        ｢

若
紫｣ 

―
 
｢

賢
木｣ 

で
は
、
藤
壷
に
よ
く
似
た
少
女
と
し
て
、
源
氏
の
思
慕
の
鎮
静
と
増
幅
と
い
う
二
面
的
役
割
を
担
っ
て
存
在
し
て
い
た
。
こ
の
こ 

と
は
、
紫
の
上
の
意
識
を
超
え
て
、
物
語
世
界
で
は
、
藤
壷
と
源
氏
の
物
語
の
破
綻
を
防
ぎ
、
発
展
を
促
す
役
割
を
果
し
た
。
（
第
一
章
第
一
節
） 

       

「
須
磨
」―

「
薄
曇
」
で
は
、
藤
壷
の
出
家
後
、
源
氏
に
と
っ
て
藤
壷
に
か
わ
る
地
上
的
な
存
在
と
し
て
、
妻
と
い
う
風
貌
を
示
す
。
明
石
の
君
腹
に
姫 

君
が
誕
生
し
た
後
は
、
姫
君
を
ひ
き
と
っ
て
養
育
す
る
役
割
を
担
っ
た
。
こ
れ
は
、
紫
の
上
の
意
識
を
超
え
て
、
将
来
の
源
氏
の
栄
華
を
保
証
す
る
后
の 

養
育
と
い
う
役
割
を
果
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
（
第
一
章
第
二
節
） 

       

「
朝
顔
」―

「
藤
裏
葉
」
で
は
、
源
氏
の
朝
顔
の
宮
の
一
件
を
深
刻
に
嫉
妬
す
る
こ
と
に
よ
り
、
源
氏
か
ら
藤
壷
と
は
別
の
個
性
と
し
て
と
ら
え
直
さ
れ 

た
。
こ
の
と
ら
え
直
し
に
よ
っ
て
、
紫
の
上
は
六
条
院
の
実
質
的
な
中
枢
の
女
君
と
し
て
措
定
さ
れ
た
と
も
い
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
紫
の
上
の
意 

識
を
超
え
て
、
六
条
院
の
栄
華
の
一
翼
を
担
う
役
を
果
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。（
第
一
章
第
三
節
） 

     
        

第
二
部
で
は
、
女
三
宮
降
嫁
に
よ
り
、
孤
児
同
然
の
継
子
で
正
式
の
手
続
き
を
経
ず
結
婚
し
た
自
身
の
境
涯
を
み
つ
め
、
自
己
を
取
り
巻
く
一
切
の 

「
世
」
へ
の
不
信
を
抱
い
た
。
こ
れ
は
、
人
間
関
係
の
中
に
生
き
な
が
ら
、
他
者
と
心
を
通
わ
せ
る
こ
と
へ
の
不
信
・
不
可
能
の
念
を
持
っ
た
と
い
う
こ 

と
で
あ
り
、
現
世
に
生
き
る
こ
と
の
絶
望
の
把
握
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
現
世
離
反
と
現
世
執
着
の
間
で
彷
徨
し
て
い
た
の
が
、
紫
の
上
の
第
二
部 

の
全
体
像
で
あ
っ
た
。
（
第
二
章
） 

 [

Ⅴ] 

結  

論  
         

源
氏
物
語
の
世
界
は
、
特
定
の
人
物
造
型
や
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
の
人
間
関
係
の
出
来
事
を
超
え
、
作
者
の
世
界
意
識
の
表
現
で
あ
る
こ
と
が 

    

明
ら
か
に
な
っ
た
。…

…
…
…
…
…

源
氏
物
語
を
読
む
と
い
う
こ
と
は
、
作
品
世
界
を
鏡
と
し
て
作
者
の
存
在
の
謎
を
垣
間
見
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。 

 ★
こ
の
程
度
の
分
量
の
要
旨
（
Ⅱ
以
下
で
千
五
百
字
以
内
厳
守
）
を
、
必
ず
自
分
の
言
葉
で
Ｂ
４
判
一
枚
に
ま
と
め
、
二
〇
二
四
年
一
月
二
十
四
日
（
水
） 

午
後
四
時
三
十
分
ま
で
に
文
芸
学
部
共
用
研
究
室
に
提
出
す
る
こ
と
。 


